
脱炭素のプラスチック資源循環を実現させ

るために、ＣＯ�を閉じた輪の中で循環さ

せる「カーボン・クローズド・サイクル」

　

２

０

５

０

年

Ｃ

Ｏ

�

排

出

実

質

ゼ

ロ

の

実

現

に

向

け

て

は

、

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

脱

炭

素

化

に

加

え

て

、

持

続

可

能

な

資

源

利

用

を

目

指

す

こ

と

が

極

め

て

重

要

で

あ

る

。

　

資

源

や

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

大

消

費

地

で

あ

る

東

京

の

責

務

と

し

て

、

大

量

生

産

・

大

量

消

費

・

大

量

廃

棄

型

の

資

源

利

用

の

あ

り

方

を

見

直

し

、

Ｃ

Ｏ

�

削

減

に

も

貢

献

す

る

「

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

エ

コ

ノ

ミ

ー

（

Ｃ

Ｅ

）

」

へ

の

移

行

を

促

進

す

る

こ

と

は

、

喫

緊

の

課

題

で

あ

る

。

　

東

京

都

は

、

２

０

１

９

年

�

月

に

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

削

減

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

策

定

し

、

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

の

持

続

可

能

な

利

用

に

向

け

様

々

な

取

り

組

み

を

進

め

て

い

る

。

本

稿

で

は

そ

の

一

端

を

紹

介

す

る

。

■

脱

炭

素

の

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

資

源

循

環

　

２

０

５

０

年

Ｃ

Ｏ

�

実

質

排

出

ゼ

ロ

を

制

約

条

件

と

し

、

脱

炭

素

の

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

資

源

循

環

を

実

現

す

る

た

め

に

は

、

Ｃ

Ｏ

�

を

閉

じ

た

輪

の

中

で

循

環

さ

せ

る

「

カ

ー

ボ

ン

・

ク

ロ

ー

ズ

ド

・

サ

イ

ク

ル

」

が

必

要

で

あ

る

。

こ

の

実

現

に

は

、

二

つ

の

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

が

必

要

と

な

る

。

一

つ

目

は

、

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

の

生

産

量

・

消

費

量

を

圧

倒

的

に

減

ら

す

た

め

の

「

リ

ユ

ー

ス

ビ

ジ

ネ

ス

」

。

二

つ

目

は

、

使

用

後

の

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

を

再

度

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

の

原

材

料

に

戻

す

「

水

平

リ

サ

イ

ク

ル

」

で

あ

る

。

こ

れ

ら

の

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

を

創

出

す

る

た

め

、

都

は

、

こ

れ

ま

で

、

革

新

的

な

２

Ｒ

ビ

ジ

ネ

ス

モ

デ

ル

や

水

平

リ

サ

イ

ク

ル

技

術

を

創

出

し

社

会

実

装

に

取

り

組

む

事

業

者

と

、

様

々

な

実

証

実

験

な

ど

の

共

同

事

業

を

行

っ

て

き

た

。

　

２

０

２

２

年

に

施

行

さ

れ

た

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

資

源

循

環

法

が

契

機

と

な

り

、

家

庭

か

ら

出

る

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

に

つ

い

て

は

、

容

器

包

装

に

加

え

て

製

品

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

の

一

括

回

収

が

始

ま

る

な

ど

の

取

り

組

み

が

進

め

ら

れ

て

い

る

。

一

方

で

、

オ

フ

ィ

ス

や

商

業

施

設

か

ら

出

る

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

は

、

ほ

と

ん

ど

が

焼

却

処

理

（

熱

回

収

）

さ

れ

て

い

る

状

況

で

あ

り

、

特

に

大

規

模

ビ

ル

が

林

立

す

る

東

京

に

お

い

て

は

、

そ

の

対

策

を

進

め

る

こ

と

が

急

務

で

あ

る

。

　

オ

フ

ィ

ス

で

は

、

働

く

方

々

の

日

々

の

活

動

、

カ

フ

ェ

や

コ

ン

ビ

ニ

の

テ

イ

ク

ア

ウ

ト

や

デ

リ

バ

リ

ー

、

商

業

施

設

か

ら

発

生

す

る

梱

包

材

な

ど

、

様

々

な

場

面

で

廃

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

が

発

生

す

る

が

、

こ

れ

ら

に

対

す

る

ソ

リ

ュ

ー

シ

ョ

ン

も

生

ま

れ

つ

つ

あ

る

。

ま

た

、

先

進

的

な

仕

組

み

を

導

入

し

、

使

い

捨

て

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

の

削

減

や

資

源

循

環

に

取

り

組

む

企

業

も

出

て

き

て

い

る

。

し

か

し

、

こ

れ

ら

の

サ

ー

ビ

ス

は

、

よ

う

や

く

産

声

を

上

げ

た

ば

か

り

で

あ

り

、

サ

ー

ビ

ス

提

供

の

た

め

の

仕

組

み

や

イ

ン

フ

ラ

、

認

知

度

も

十

分

で

は

な

く

、

コ

ス

ト

も

割

高

と

な

っ

て

し

ま

う

。

　

■

補

助

事

業

に

よ

る

Ｃ

Ｅ

支

援

　

そ

こ

で

、

都

は

、

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

の

芽

の

社

会

実

装

・

普

及

拡

大

に

向

け

て

、

リ

ユ

ー

ス

シ

ス

テ

ム

の

導

入

や

、

廃

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

の

マ

テ

リ

ア

ル

リ

サ

イ

ク

ル

に

取

り

組

む

事

業

者

を

支

援

す

る

た

め

、

今

年

度

か

ら

補

助

事

業

を

開

始

し

た

。

　

リ

ユ

ー

ス

カ

ッ

プ

の

シ

ェ

ア

リ

ン

グ

や

マ

イ

ボ

ト

ル

利

用

促

進

等

の

新

規

サ

ー

ビ

ス

の

導

入

に

は

、

初

期

費

用

や

運

用

経

費

の

増

加

が

見

込

ま

れ

る

こ

と

か

ら

、

サ

ー

ビ

ス

導

入

の

ハ

ー

ド

ル

と

な

る

経

費

増

に

対

し

て

、

３

年

間

に

わ

た

り

補

助

を

行

う

ス

キ

ー

ム

を

設

け

て

い

る

。

ま

た

、

オ

フ

ィ

ス

か

ら

出

る

廃

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

の

処

理

を

、

熱

回

収

処

理

か

ら

マ

テ

リ

ア

ル

リ

サ

イ

ク

ル

に

切

り

替

え

て

い

く

こ

と

も

重

要

で

あ

る

。

現

状

で

は

、

マ

テ

リ

ア

ル

リ

サ

イ

ク

ル

へ

の

切

替

え

に

は

コ

ス

ト

の

増

加

が

生

じ

る

こ

と

か

ら

、

切

り

替

え

に

伴

う

イ

ニ

シ

ャ

ル

コ

ス

ト

や

、

運

用

経

費

の

差

額

に

対

す

る

補

助

を

行

う

。

都

は

、

補

助

制

度

の

活

用

も

い

た

だ

き

な

が

ら

、

オ

フ

ィ

ス

へ

の

リ

ユ

ー

ス

シ

ス

テ

ム

の

導

入

や

オ

フ

ィ

ス

プ

ラ

の

マ

テ

リ

ア

ル

リ

サ

イ

ク

ル

の

実

装

を

促

進

し

て

い

き

た

い

と

考

え

て

い

る

。

■

東

京

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

エ

コ

ノ

ミ

ー

推

進

セ

ン

タ

ー

を

通

じ

た

取

り

組

み

　

都

と

公

益

財

団

法

人

東

京

都

環

境

公

社

は

、

２

０

２

２

年

４

月

に

東

京

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

エ

コ

ノ

ミ

ー

推

進

セ

ン

タ

ー

（

Ｔ

―

Ｃ

Ｅ

Ｃ

／

テ

ィ

ー

セ

ッ

ク

）

を

開

設

し

、

都

民

・

事

業

者

・

関

係

団

体

・

自

治

体

等

と

連

携

を

図

り

な

が

ら

、

Ｃ

Ｅ

の

実

現

に

向

け

た

事

業

を

展

開

し

て

い

る

。

　

Ｔ

―

Ｃ

Ｅ

Ｃ

で

は

、

ポ

ー

タ

ル

サ

イ

ト

や

Ｓ

Ｎ

Ｓ

を

活

用

し

て

情

報

発

信

す

る

と

と

も

に

、

外

部

有

識

者

等

に

よ

る

オ

ン

ラ

イ

ン

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

や

新

ビ

ジ

ネ

ス

創

出

の

た

め

の

学

び

や

ネ

ッ

ト

ワ

ー

キ

ン

グ

の

場

づ

く

り

を

目

的

と

し

た

Ｃ

Ｅ

サ

ロ

ン

を

開

催

し

て

い

る

。

こ

の

外

、

資

源

の

循

環

利

用

に

関

す

る

相

談

を

ワ

ン

ス

ト

ッ

プ

で

受

け

付

け

、

使

い

捨

て

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

・

食

品

ロ

ス

等

の

削

減

に

向

け

た

具

体

的

な

方

策

・

手

段

の

助

言

や

、

効

果

的

な

取

り

組

み

の

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

ト

等

を

行

っ

て

い

る

。

ま

た

、

補

助

事

業

と

し

て

、

産

業

廃

棄

物

処

理

業

者

が

行

う

Ｄ

Ｘ

を

活

用

し

た

Ｃ

Ｅ

に

資

す

る

事

業

構

築

に

対

す

る

取

組

支

援

や

、

中

小

小

売

事

業

者

が

取

り

組

む

食

品

ロ

ス

対

策

費

用

の

支

援

な

ど

を

行

っ

て

い

る

。

■

最

後

に

　

深

刻

化

す

る

気

候

変

動

、

資

源

の

採

掘

・

利

用

や

開

発

に

よ

る

自

然

・

生

態

系

の

破

壊

、

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

ご

み

に

よ

る

海

洋

汚

染

な

ど

、

世

界

規

模

で

環

境

問

題

は

危

機

的

な

状

況

に

あ

る

。

　

将

来

世

代

に

わ

た

っ

て

良

好

な

地

球

環

境

を

保

持

す

る

た

め

に

は

、

現

世

代

の

責

任

と

し

て

持

続

可

能

な

社

会

経

済

シ

ス

テ

ム

に

変

換

し

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

　

東

京

都

は

、

Ｃ

Ｅ

へ

の

移

行

を

推

進

す

る

た

め

、

今

後

も

、

皆

様

と

と

も

に

取

り

組

ん

で

い

く

所

存

で

あ

る

。


